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令和元年度日事連建築賞（一般建築部門）優秀賞受賞。
設計は静岡県建築士事務所協会会員で磐田市に拠点を置き活躍している渡辺隆建築設計事務所。構造設計は同会員の有）イーエス工房。
磐田市内にある「かぶと塚公園」内には総合体育館、陸上競技場、野球グラウンドなどが整備されており、テニスコートであった場所にアーチェ
リー場と併設して計画、新設された。
隣接する古墳の地形に合わせた緩やかなカーブの屋根が印象的で、木造集成材の門型フレームの高さを変えて並べ、全長 80 ｍの折板屋根を自重
で曲がるように葺いている。内観もそれに呼応するように、軽やかな木製ルーバーとライン照明が設置されている。
擁壁で囲まれた従前コートの高低差を活かし、基礎構造と一体となった空調設備を床下に設けることで荷重負担を低減し、すっきりとした天井デ
ザインとなっている。磐田市民以外も利用が可能。

【表紙の写真】　磐田卓球場『ラリーナ』

卓球場（アリーナ）内観
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‘19 年を振り返り

高木　一滋

（一社）静岡県建築士事務所協会 中部支部

支部長

　昨年を振り返りますと、本来の中部支部の活発な活動が多くできたことにまずはお礼を申し上げます。

　各委員会がそれこそ熟考を重ね、有意義な事業を展開して頂きました。
　会員同士の交流会では、紙芝居をはじめとした色々なイベントをして頂き、会員以外の参加可能な事業でも、ドローンの
講習会や、建築家の講習など、多くの方に好評を得ました。
　これら事業は、積極的に士事協活動をＰＲができましたので、今後の会員増加につながっていくと思います。
　そして、本年に入ってからの研修は、講演と視察が一体になった試みでした。昨年 11 月にご講演頂いた講師が実際に手掛
けられた建物の視察研修となり、多くの参加者に満足頂けた研修になったのではないでしょうか。

　ただ、私の肝煎りであった、学生のプロポーザルが、本年度に開催ができないことは正直残念な気持ちでございますが、こ
の一年をかけじっくり考案をされているので、次年度事業に大いに期待するところです。
　また、コロナウイルスの影響により、東京オリンピックに関連した視察が中止になってしまいましたが、第一にみなさま
の健康があっての支部活動ですのでやむを得なかったと思っております。

　最後にこの 2 年間、多くの方に「どろ船」を支えて頂きまして心より感謝申し上げます。
途中何度か、沈没しそうでしたが、ナントカ着岸できました。

　これからも中部支部で、大いに学び大いに楽しんでいきましょう。

高橋　辰弥

　

未来像検討特別委員長

　本委員会は 10 年後の協会を模索していく本会主導であったため、未だ支部皆様へ情報が行き届いておりませんが、今後パ
ブコメなどを通じ貴重なご意見を頂戴しながら、骨子が固まっていくことと思いますので、その際はご協力のほどお願いい
たします。
　また今年度は、静岡県からの委託されました緊急輸送ルート等沿道建築物耐震診断（中部エリア）の管理建築士として、本
委員会以上に活動させていただきました。
　実務をご担当されています会員皆様の迅速かつ多大なご協力により、スムーズに遂行することができ、改めて感謝申し上
げます。
　協会の主業務でもあり、今後３年間の継続業務になろうかと思いますので、是非とも引き続きご協力お願い申し上げまし
て、本年度のご報告とさせていただきます。
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　あっという間に１期２年が過ぎましたが、相変わらず皆様の出席率もよく、北河委員長
のもと委員会も反省会も和やかな委員会となっています。
　ドローンを題材にした講習会は内容も充実し大変盛況に終了することができました。
今季最後の事業となります研修旅行は協力会員の協力でニスク船橋製造所とオリンピック
関連施設の見学というタイムリーな企画となっていましたが、御存じのとおり新型コロナ
ウイルスが世界を巻き込む状況となり、大変残念でしたが中止する運びとなりました。企
画した皆様はたいへんご苦労様でした。
　来期は更なる充実した事業ができますよう、微力ながら協力させていただきたいと思っ
ております。

　本年は建築文化推進委員会と広報渉外委員会の担当副支部長を務めさせて頂き、また青
年和創会の参加もさせて頂きました。
　いづれの活動も、如何に若い人材が元気よく活動できる環境を作れるか、と言った部分
に焦点が当たって来ているように思います。
　今年度中の実施には至りませんでしたが、建築文化推進委員会で進めている、学生が参
加できる企画では、このような問題の解決の糸口の発見、また、魅力的な静岡の建築環境
を、学生に気付いて貰えるような企画の骨組みが出来たのではないかと思います。
　新年度も、魅力ある静岡の建築環境が作れる様、皆様と共に活動して参りたいと思いま
す。新年度も変わらずご指導の程、よろしくお願い致します。

山本康二朗

小池　昌範

建築文化推進・広報渉外委員会担当副支部長

教育情報委員会担当副支部長

　今年度、総務拡大委員会と会員委員会、及び会計担当の副支部長を務めさせて頂きました。
　具体的な活動として、支部の役員会や春・夏・冬の全体会議を運営させて頂きました。各会
議運営の企画から実施まで、両委員会の委員長・副委員長はじめ、委員会メンバーの皆さん・
事務局のご協力を得て、無事に実施することができました。まことに有難うございました。
　今後も会員同士が楽しみながら交流を深め、活発な支部活動が展開されるよう努めて参りま
す。次年度も会員の皆様のご協力をお願い申し上げます。

清水　誠一
総務拡大・会員委員会担当副支部長
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　今年度は業務技術委員会では、11 月 27 日の保坂先生の講習会と 1 月 29 日の現地視察、
構造委員会では 2 月 7 日の鉄骨非破壊検査及び木造工法の講習に多数参加して頂き、あり
がとうございました。栗原委員長、針谷委員長はじめ委員の皆さんの頑張りにより興味深
い講習と視察が出来ました。来年度も有意義な講習会が開けるように委員会全員で頑張っ
てくれると思います。少しでもその手助けが出来たらと考えています。今年１年、ありが
とうございました。

脇坂　和洋
業務技術委員会・構造委員会担当副支部長

　総務拡大委員会としてあっという間に２年が過ぎました。
　全体会議の企画運営、定時総会の企画運営、支部理事会の設営・議事録作成・会員拡大
の企画運営を行いました。
　２年前までが会員委員会と共に忙しく２年間活動してきたので、今年は少なくなった人
数に慣れてしまい活動が活発では無かったことを申し訳なく感じています。高木支部長を
はじめ、清水副支部長・事務局・委員会・会員の皆様のご協力により、何とか又１年を終
える事ができました。皆様、本当にありがとうございました。
　新年度は、中部支部の活動の一翼を担い、さらに発展する為の企画運営を皆様と共に考
えていきたいと思います。宜しくお願い致します。

杉田　晴彦
総務拡大委員会委員長

　今年度も春夏冬と３回の親睦会を開催させて頂きました。
　皆様のご協力によりスムーズな事業運営となりました事を、この場を借りまして感謝申
しあげます。
　来年度も皆で知恵を絞り、会員相互の親睦を深め、活発な活動の場をご提供できればと
考えております。
　皆様からのお叱りの言葉も含め、様々なご意見に耳を傾けることを忘れずより良い企画
を練って参ります。
　今後とも皆様の積極的なご参加をお待ちしております。

佐藤　太一
会員委員会委員長
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　今年度、業務技術委員会ではセミナー、視察研修事業に加え、初の試みとなる中学生の
職場訪問の受入、小学生のサタデースクールへの参加を行いました。
　セミナーでは、「自然現象と人と建築」と題して建築家、早稲田大学芸術学校准教授、保
坂猛様にご講演いただきました。
　太陽、雨、月など太古から変わらない自然現象が存在し、その豊かな自然現象を建築の
中に生かすことへの取り組みと作品についてお話しいただき、自然現象を生かす建築を学
ぶことができたと思います。
　視察研修では、保坂先生の手がけられた建築物を実際に視察し、先生に直接ご説明いた
だき、自然現象を建築の中にどのように生かしているのかを実際に目で見て感じることが
できたと思います。
　中学生の職場訪問受入では、 静岡県立清水南高等学校中等部の建築デザインに興味を
持った三年生 5 名に対し、建築デザインの話しを中心に、建築士の業務、やりがい、どの
ようにしたら建築士になれるのか等の話しを通して、建築士事務所協会のことを知っても
らう、とてもよい機会になったと思います。
　小学生のサタデースクールへの参加では、静岡市立長田西小学校で定期開催される丸子
サタデースクールへ建築士事務所協会として参加させていただき、児童、保護者、更には
地域との交流が図れたとてもよい機会となりました。
　今回の試みを建築士事務所協会の未来を考える第一歩のきっかけとし、それぞれの世代
に建築士事務所協会を知ってもらい、建築士を目指す人材が会員になりたいと思う魅力あ
る協会となることを目的に、今後も活動していきたいと思います。
　新年度は、更なる会員拡大につながる魅力的で有意義なセミナーや視察等、今年度以上
に力を入れていきたいと思いますので、変わらずご指導の程、よろしくお願いいたします。

　今年度の我が委員会の活動は、例年どおり著名建築家をお招きして講演会を開催するの
というのではなく、「建築」を志す学生若しくは学校を卒業して間もない「建築」に携わる
方々を対象に、どの様な企画がより地元静岡に興味を持って頂けるかという事について協
議・検討を進めて参りました。
　結果、建築学科の工業高校生を対象に設計コンペを開催しようという結論に達し、今年
度はその企画をまとめあげ次年度に実施しようという計画で進めております。今回は２ヶ
年度計画にはなりますが、「建築」を志す学生・業務として携わる方々により一層静岡の地
で建築に興味を持って頂ける企画の協議・検討を進めていきたいと考えております。
　よろしくお願い致します。

栗原　　崇

中村　博臣

業務技術委員会委員長

建築文化推進委員会委員長
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　今年度は旧研修委員会のメンバーが加わり大所帯となり、担当する業務も 2 倍になりま
した。旧研修委員会の研修旅行が新たな業務として加わりました。しかしながら、新しい
業務というものは、やはり慣れていないので紆余曲折しました。それでも、滑り込みで 2
末に研修旅行を企画できたことは、委員会メンバーの結束と企画力の高さの賜物であり、感
謝しています。しかしながら、新型コロナの影響で研修旅行を中止せざる負えなくなりま
した。
　来年度、再度、企画を練り直して再チャレンジしたいと思います
　今年度は、10 月に、「建築実務でのドローン活用術」を開催しました。当初の予定定員
に達し、企画当初こだわっていた講習会の集客については、満足しています。来年以降も
建築実務に役立つ企画を教育情報委員会で提供できればと思います。
　今年度の反省点としては、旧研修員会のメンバーが加わりましたが、新たに加わった正
会員メンバーが一人も委員会に参加してくださらなかったことです。新年度につきまして
は、今年度の反省点を糧として、担当副委員長のご指導のもと、委員会の皆様と共に、さ
らに委員会業務を活性化し、本会の繁栄の一助となるよう引続き努力してまいります。ど
うぞよろしくお願い致します。

北河　利之
教育情報委員会委員長

　中部支部として本年度は、昨年度の創立 50 周年事業を終え良い流れを継続して益々活発
な活動がなされました。
　広報渉外委員会としては、この積極的な活動や会員の皆さんの生き生きとした笑顔を発
信すべくホームページの充実、発行紙「the TUBE」の新刊発行にむけ委員の協力のもと
活動することができました。
　私、個人的には広報渉外委員長として 2 期務めさせて頂きましたが、次年度はまた新し
い体制により益々進化した広報渉外委員会となり、活気ある中部支部の活動と会員の皆様
がより使い易いホームページとしていくことを目指し精力的な委員会活動に励んでいきた
いと考えています。

塚本　章博
広報渉外委員会委員長
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　一期２年の高木年度もあと少しで終わろうとしています。
　中部支部の役員会は毎回２時間位の会議です。支部長の挨拶に始まり、本会理事会報告、
審議事項、委員会報告等の次第で進められます。そして最後に監事所見があり、望月監事
と私が一言づつコメントして役員会は終了します。
　いつも何をしゃべったらよいか悩むところです。でも当日、会議で感じたこと、考えた
ことをコメントするよう心がけていますが、会員の立場に立っての内容が大事なのではな
いかと考えています。
　井上会長の年度より、未来像検討特別委員会が設けられ、これからの協会のあり方を検
討する委員会だと聞いております。是非、一般会員の意見も取り入れる機会を設けていた
だければと思います。
　また、支部においても新たな事業の準備も進んでいるようですので、こちらも期待した
いと思います。

天野　勝次
中部支部　監事

　今年度、構造委員会が立ち上がり、委員長を務めさせていただきました。
　委員会の初年度ということで、なかなかの荷の重さを感じていましたが、高木支部長は
じめ役員の皆様方、担当副支部長、委員の皆様、事務局の方々のご協力を得て、なんとか
無事終えることができました。今年 1 年ありがとうございました。
　今年 2 月には、「監理・耐震診断で役立つ、見て知る溶接欠陥と非破壊検査」「木造建築
各種メーカーの工法を一挙紹介」として、鉄骨造、木造に関する講習会を開催しました。今
回、2 本立ての講演となりましたが、溶接の専門家による講演は、あまり聞く機会があり
ませんので大変参考になり、また、木造の講演では、メーカーの垣根を越えて欲しいとい
う企画に、各メーカーの方々にご協力頂き、色々な工法を知る機会となりました。今回の
講習会の内容を実務で少しでも役立てて頂けたらと思います。来年度も有意義な講習会が
開催できるよう活動していければと考えております。

針谷　友己
構造委員長
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　日頃は、中部建築技術会の事業にご理解ご協力いただきありがとうございます。本年度
も、納涼大会、姫路岡山への親睦旅行、ゴルフコンペに多くの皆様にご参加いただき、楽
しくそして有意義な時間を過ごすことが出来ました。そして各委員会様の多大なご協力を
頂き、講習会等の貴重な時間をお借りしての協力会員各社のＰＲ活動も行い、正会員の皆
様との結びつきを深めるための事業も展開できました。今後さらに中部支部の活動に協力
会員として尽力してまいりますので、今後も引き続きご協力のほどよろしくお願いいたし
ます。

　一期２年の任期が終わり、２期目の任期に入ろうとしております。
　私がまだ 30 代半ばころの話です。長男が高熱を出し掛かり付け医から子供病院を紹介され
ました。時間を掛けた診察の結果、髄膜炎と診断されました。
　担当医からは良くて脳障害、最悪死に至ることもあると言われ大変びっくりしました。
　担当医の年齢は私より少し若い方でしたが、我々夫婦は「プロの一言」と思い、何の疑い
も無く神妙に聞き入り夫婦そろって大変落ち込み涙しました。
　暫くの入院加療で、長男は快方に向かい、障害も出ず現在は全く健康に生活しております。
　我々は建築のプロです。クライアントは我々の話を「プロの一言」として、私の 30 代半ば
のころの担当医からの話のように信用して聞いているわけです。
　間違ったことを言っても信用されてしまう事もあります。
　令和になってから、何故か思い出した「プロの一言」の重み、今後業務を進める上で一つ
の糧として考えていこうと思っております。

佐塚　重仁

望月　　肇

中部建築技術会会長

中部支部　監事

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

監事あいさつ
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令和元年度 全体会議 総務拡大委員会

　５月１４日(火)　中部支部の全体会議がグランディエールで開催されました。
　高木支部長をはじめ、清水副支部長・事務局・委員会・会員の皆様のご協力により、無事に終える事ができました。反省とし
ては全体的には良かったものの、予定では欠席だった来賓の方々の紹介にて２名がわからず、大変失礼なことをしてしまいまし
た。来年度からは、そのような事態にも対応できるような運営方法を行いたいと思います。皆様、本当にありがとうございまし
た。

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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春の親睦会

　先日の「春の親睦会」には多くの会員の皆様にご参加頂き、誠に有難うございました。
　限られた時間の中ではありましたが、お楽しみ頂けたでしょうか。アトラクションとして京都からお越し頂いたヤッサン一座
の紙芝居「いきゅう」さんの口演はいかがでしたか。
　「床の上に胡座をかいて、ほろ酔いの中で少年時代に戻ったような感覚だね」
　「昭和にタイムスリップしたような・・・」
　「紙芝居はそもそも・・・」
　貴重な生のご意見を頂戴しました、有り難うございます。

　さて、今後は夏・冬の親睦会と続きます。
　会員相互の親睦と情報交換の図れるような会を企画したいと考えております。
　今後とも皆様の積極的なご参加をお待ちしております。

会員委員会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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令和元年度 夏の納涼親睦会 開催!!

　今年も台風の進路を気にしながら、8月6日に夏の納涼親睦会を開催しました。
　「太田克樹＆カテリンさん」のステージ、「フラ・アームイ・レファ・ポーナレ」のフラダンス、豪華賞品のビンゴ大会。盛りだく
さんのアトラクションに暑さも忘れ、飲んで騒いでの納涼会となりました。アロハあり、浴衣あり、186名の参加者の皆様には
満足して頂けたと思います、来年も積極的なご参加をお待ちしております。

会員委員会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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講習会「建築実務でのドローン活用術」 教育情報委員会

　10月24日の建築実務でのドローン活用術講習会には、74名と多くの参加者に、大変感謝いたします。
　参加者の中でも、非会員14名の参加ということで、会員外に興味を持って下さったことは、今後につながる良い企画だった
と感じています。
　今年度から元・研修員会のメンバーも加わり、一緒になって企画運営を出来た事は、今後の委員会運営にも弾みがつき良
かったと感じています。
　10月30日の建通新聞にも、今回の講習会の記事が掲載されたことで、建築業界にもドローンがツールとして今後考えられて
いることも実感しました。
　忙しい中、運営協力してくださった役員・委員会メンバーと参加者に感謝いたします。

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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講演会「自然現象と人と建築」 業務技術委員会

　2019年11月27日水曜日に業務技術セミナーを開催いたしました。
　「自然現象と人と建築」と題して建築家、早稲田大学芸術学校准教授、保坂猛様にご講演いただきました。
　大勢の皆様方にご参加いただき厚くお礼申し上げます。
　講演では、代表作である「ほうとう不動」のほか、富士宮市の湧水パビリオン、湘南キリスト教会、本郷台キリスト教会
チャーチスクール・保育園などの作品についてお話いただきました。
　太陽、雨、月など太古から変わらない自然現象が存在し、その豊かな自然現象を建築の中に生かすことへの取り組みと作品
についてお話しいただき、自然現象を建築するコトの意義を学ぶことができたと思います。
2020年1月には業務技術視察研修として、保坂先生の手がけられた「本郷台キリスト教会チャーチスクール・保育園」と「湘
南キリスト教会」を視察させていただく予定です。 
　保坂先生にご講演いただいた作品を直接ご案内いただく、大変有意義な研修となる予定ですので、是非ご期待ください。

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural FirmsTHE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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研修旅行に参加して

　「友達に自慢たくなる！」そんな旅行でした。
　これまでの私の視点には無く、またネットで調べても「観光」として紹介されることの無いであろうに場所に出向く事は新鮮、
かつ貴重な経験でした。
　映画の舞台となり今話題を集めている「姫路城」を拠点に、丹下健三設計による「兵庫県立歴史博物館」、安藤忠雄設計
「姫路文学館」そして、黒川紀章設計の「2億円トイレ」という一連の流れ。これらは見学というよりも、俯瞰して大きな視野で
建物全体を見てみる、そして、その特徴や設計の意図を汲み取ってみたい、という、普段の旅行では考えられない創造的な味わ
い方が出来ました。といっても、正直、「美しいこと」は解るものの「何が２億円なのか」「どこがどのょうに苦労され挑んだの
か」は、私レベルでは雲をつかむようなもので、ご一緒した建築士の先生方たち
にレクチャーをいただけたらより素敵な旅になったわ！と、今さらながら、このお
仲間ならでは旅行の意義を感じる次第です。
　それにしても、岡山の街中を流れる「西川」が綺麗だったこと。夜のネオンに
照らされて優しく光り、周りの木々は夜風にそよぎ、その心地よさにどこからとも
なく人が集まってくる。水辺でギターをつま弾くミュージシャンの歌声も３割ほ
ど巧く聞こえていたことでしょう。「水」のようにアルコールを摂取しても「水」
に癒され、「水」に流し、一方、「水」から街や商業が発展していく、そんな街づく
り環境が静岡にもあったらいいね、と我が街静岡を振り返るきっかけにもなりま
した。大変有意義な時間をご一緒させて頂けたこと、心から感謝申し上げます。
ありがとうございました。
　あっ、あまりお酒、飲みすぎないでくださいね！（笑）

（下戸）神谷宥希枝より

中部建築技術会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural FirmsTHE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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業務技術視察研修会

　令和2年1月29日水曜日に業務技術視察研修を開催いたしました。
　年明けのお忙しい中、ご参加いただいた皆様方に厚くお礼申し上げます。
　視察研修前段として、昨年11月27日にご講演いただいた、建築家・早稲田大学芸術学校准教授、保坂猛先生の手がけられた
「本郷台キリスト教会チャーチスクール保育園」と「湘南キリスト教会」を、会員を対象として視察させていただきました。 
　視察では保坂先生と奥様の恵様に丁寧なご説明をいただき、自然現象を建築の中にどのように生かしているのかを実際に
目で見て感じることができた、大変有意義な視察となりました。

業務技術委員会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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冬の親睦会 会員委員会

先日の「冬の親睦会」には大変寒い中、多くの皆様にご参加頂き誠に有難うございました。
普段とは違った雰囲気をお楽しみ頂けたと思います。
アトラクションのジャズ演奏は会場の雰囲気に溶け込み、素敵な夜を演出してくれました。
ジャズで大切なことは即興で、その時々の空気に合わせた演奏をすることです。
ジャズ演奏のようにその場に応じて柔軟な対応ができるように会員委員会一同、盛り上げて参りたいと思います。
今後とも宜しくお願いします。

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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構造委員会講習会

　2月7日に構造委員会講習会「監理・耐震診断で役立つ、見て知る溶接欠陥と非破壊検査」・「木造建築各種メーカーの工法
を一挙紹介！」を開催しました。ご多用の中，多くの皆様にご参加いただき，誠にありがとうございました。
　溶接の講演では，仕組み，欠陥，調査報告書の見かたまで，実演や写真を多く用い講義して頂き，木造の工法についての講演
では，工法紹介や法改正による設計の幅の広がりなど，実例を用い紹介頂きました。どちらも今後の実務に役立つ有意義な講
演であったのではないかと思います。

構造委員会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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2019年度　第１回支部役員会
❶　日　　時

2019年４月５日（金）　15：00～　

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議
（1）開会　　　　開会に先立ち、事務局の荻野事務局長挨拶
（2）支部長挨拶

❹　審議事項
① 第１号報告平成30年度委員会事業報告について
　 ⇒各委員会事業報告最終確認
② 第２号報告平成30年度収支決算書について
③ 第３号報告2019年度事業計画案について
　 ⇒教育情報委員会２月研修会を８月へ移動
④ 第４号報告2019年度収支予算書案について
⑤ （一社）静岡県建築士事務所協会出向者について
⑥ 全体会議（案内状・来賓等）及び春の懇親会について
　 ⇒案内状は全体会議・中部建築技術会・懇親会3会まとめての案

内とする。
　　 支部長・会長名で発信とする。
⑦ 本会定時総会について
　 ⇒バス出発時間及び会費についての確認。
⑧ 2019年度役員名簿＆委員会配属について
　 ⇒各委員会委員長による最終確認
⑨ 役員会スケジュールについて
　 その他

❺　報告事項 
① 定期無料相談会日程表について
　 ⇒本会指導委員会と各委員会より相談員を出しローテーション

を組む。
　 その他

❻　委員会報告
①	総務拡大委員会
　 ⇒委員会開催報告
②	会員委員会
　 ⇒委員会開催報告
③	業務技術委員会
　 ⇒委員会開催報告
④	構造委員会
⑤	建築文化推進委員会
　 ⇒委員会開催報告
⑥	教育情報委員会
　 ⇒委員会開催報告
⑦	広報渉外委員会
　 ⇒新年度に向けてのコメントを全体会議後を目途に集める
⑧	未来像検討特別委員会
⑨	中部建築技術会

❼　監事所見
※ 中部建築技術会総会開催について
　 2019年５月14日（火）
　 17：00～開会　グランディエールブケトーカイ
※ 支部全体会議開催について
　 2019年５月14日（火）
　 17：30～開会　グランディエール　ブケトーカイ
※	本会総会開催について
　 2019年５月24日（金）
　 14：30～開会予定
　 ホテルクラウンパレス（浜松）にて
※	次回支部役員会開催について
　 2019年６月11日（火）
　 15：00～　役員会　本会事務局

2019年度　第２回支部役員会
❶　日　　時

2019年６月11日（火）　15：00～

❷　会　　場
本会事務局　大会議室 

❸　会　　議
（1）開会
（2）支部長挨拶

・本会定時総会41名参加、ありがとうございます。
・静岡県緊急輸送ルート等沿道建築物耐震診断業務委託について

（３）本会理事会報告
１　新規加入会員の承認について
２　平成30年度公益目的支出計画実施報告の承認について
３　2019年度収支予算について
４　本会総会・懇親会について

❹　審議事項
１　教育情報委員会　８月視察研修予算について
　→視察日決定：８月23日（金）
２　教育情報委員会　10月講習会について
　→10月24日（木）ドローン活用法
　→講習内容と絡めた協力会員のPR時間を
　　1 2の予算割は委員長に一任
３　納涼親睦会企画及び予算について
　→８月６日（火）、予備日８月８日（木）　松坂屋北館屋上18：30～
４　中部建築技術会親睦旅行について
　→９月６日（金）・７日（土）　兵庫（姫路）・岡山　参加費４万円
５　令和２年度全体会議日程について
　→本会総会：令和２年５月29日（金）
　→同日開催とするか否か。協力会総会を含めたの時間調整・スケ

ジューリングを次回役員会で審議。会場に人数が入るか確認を。

❺　報告事項 
１　全体会議及び本会定時総会決算書について
２　春の親睦会決算書について
３　未来像検討特別委員会　委員招集について
　・本会→支部役員会に諮ります。
　その他

❻　委員会報告
１　総務拡大委員会
２　会員委員会
３　業務技術委員会
４　構造委員会
５　建築文化推進委員会
６　教育情報委員会
７　広報渉外委員会
８　未来像検討特別委員会
９　中部建築技術会

❼　監事所見
職場体験やコンクール（学生）を通して士事協の事業や建築業
界を周知（認知）させていくことが重要。
※ 次回支部役員会開催について
　 2019年8月6日(火)　15：00～　役員会　本会事務局

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

理事会報告
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2019年度　第３回支部役員会
❶　日　　時

2019年８月６日（火）　15：00～	

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議
（1）開会
（2）支部長挨拶
（３）本会理事会報告

① 新規加入会員の承認について
② 静岡県緊急輸送ルート等沿道建築物耐震診断業務委託について
③ 本会委員会報告（建築文化・広報）について
④ 会費未納会員について
　 →本会事務局より再請求をします。

❹　審議事項
① 教育情報委員会10月講習会について
　 →ドローンのPR等できる方　各委員会にて確認。
　　 ８月末までに北河委員長へ報告を。
② 業務技術委員会11月講演会について
　 →現在保坂猛氏講師にて調整。
③ 来年度本会総会及び中部支部全体会議スケジュールについて
　 →同日開催。
　　 来賓については静岡市のみ対応考慮。

❺　報告事項 
① 中部建築技術会親睦旅行について

その他

❻　委員会報告
① 総務拡大委員会
② 会員委員会
　 →ビュッフェ形式料理の取り方等注意してほしいことを委員会

にて話をしてもらいたい。
　 →忘年会日程は12/ ４, ５にて調整をする。
③ 業務技術委員会
④ 構造委員会
⑤ 建築文化推進委員会
⑥ 教育情報委員会
　 →８/23の研修は延期とする。
⑦ 広報渉外委員会
⑧ 未来像検討特別委員会
⑨ 中部建築技術会

❼　監事所見
※ 次回支部役員会開催について
　 2019年10月８日（火）
　 15：00～　役員会　本会事務局

2019年度　第４回支部役員会
❶　日　　時

2019年10月８日（火）　15：00～	

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議
（1）開会
（2）支部長挨拶
（３）本会理事会報告

① 新規加入会員の承認について
② 役員選考委員会（案）について
③ 令和元年度公共団体等への要望書について
④ （一社）静岡県建築士事務所協会　基本計画（案）について
　 →一読して意見があれば未来像検討特別委員会までご意見くだ

さい。
⑤ 会費未納会員について

❹　審議事項
① 令和元年度公共団体等への要望書配布担当者について
　 →担当者より各行政へ持参する
② 業務技術委員会11月講演会及び１月視察研修について　
　 →承認
③ 冬の親睦会予算等について
　 →承認
④ 構造委員会2月講習会について
　 →承認・わかりやすいキャッチフレーズを。
⑤ その他

❺　報告事項 
① 夏の親睦会決算について
② 中部建築技術会研修旅行　決算について
③ 教育情報委員会　講習会　タイムスケジュールについて
④ その他

❻　委員会報告
① 総務拡大委員会
② 会員委員会
③ 業務技術委員会
④ 構造委員会
⑤ 建築文化推進委員会
⑥ 教育情報委員会
⑦ 広報渉外委員会
⑧ 未来像検討特別委員会
⑨ 中部建築技術会

❼　監事所見
・委員会について委員長は次期委員長等の構想は持ってほしい
※ 次回支部役員会開催について
　 2019年12月５日（木）
　 15：00～　役員会　本会事務局
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2019年度　第５回支部役員会
❶　日　　時

2019年12月５日（木）　15：00～	

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議
（1）開会
（2）支部長挨拶
（３）本会理事会報告

① 新規加入会員の承認について
② 臨時理事会議事録について
③ 監査調書（2019年度上期）について
④ 役員選考委員会について
⑤ 会費未納会員について

❹　審議事項
① 業務技術委員会1月研修旅行について
　 令和２年１月29日（水）本郷台・湘南視察
② 構造委員会２月講習会について
　 令和２年２月７日（金）講習会
③ 教育情報委員会2月研修旅行について
　 令和２年２月28日（金）ニクス見学（船橋）
④ 広報渉外委員会2019年度theTUBE広告依頼書について
　 12月中に広報申込まとめる。他支部は広報誌を出しているのか。
　 １月末までに役員コメントを提出。

❺　報告事項 
① 教育情報委員会10月講習会決算について
　 非会員申込者に入会アピールを。
② 業務技術委員会11月講演会決算について
　 その他
　 各委員会資料は各自で作成するように。

❻　委員会報告
① 総務拡大委員会
② 会員委員会
③ 業務技術委員会
④ 構造委員会
⑤ 建築文化推進委員会
⑥ 教育情報委員会
⑦ 広報渉外委員会
　 HP及び広報誌用のコメント１月中に事務局へ提出を。
⑧ 未来像検討特別委員会
⑨ 中部建築技術会

❼　監事所見
10月と11月の講習会・講演会お疲れ様でした。
両会とも内容も充実しており良かった。
未来像の件、同じ県内であるから意見は言い、受け入れるところは
受け入れる。
また一般会員の意見も聞いてもらいたい。
※ 次回支部役員会開催について
　 2019年２月４日（火）
　 15：00～　役員会　本会事務局
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2019年度　第６回支部役員会
❶　日　　時

2020年２月４日（火）　15：00～	

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議
（1）開会
（2）支部長挨拶
（３）本会理事会報告

① 支部組織について
　 →本会も構造委員会が設置される。
　　 予算について：耐震業務が先細りが予想される。会員拡大が必

要。
　　 次年度は通常通りだが、今後東中西の分配をフラットにする

→中部は反対
　　 予算の使い道が明確に報告されてから検討したい（中部）
② 会員の退会について
③ 次期役員候補者の選考について
④ 静岡県緊急輸送ルート等沿道建築物耐震診断業務委託の実施状

況について
　 →早めの対応をお願いしたい。
⑤ 理事予定者打合せ会について
　 →本会出向者について中部支部各委員長は２名を決定し、事務

局へ報告。
　　 ３/ ３に支部委員会関連も決める。

❹　審議事項
① 構造委員会２月講習会予算書について
　 →原案通り
② 総務拡大委員会来年度総会・全体会議について
　 →本会総務委員会にて議論後、再度検討、議案にかけたい
③ 本会委員会出向者について
　 理事会報告⑤の通り
④ 教育情報委員会視察研修について(ご相談）
　 その他

❺　報告事項 
① 会員委員会冬の親睦会決算報告について

その他

❻　委員会報告
① 総務拡大委員会
② 会員委員会
③ 業務技術委員会
④ 構造委員会
⑤ 建築文化推進委員会
　 →建築コンペについて審査する側は条件が決まっていた方がよい。
　　 応募は見込めるか。各委員の説明努力。
　　 中部支部というよりは県全体で盛り上げた方が良い。東、西

部にも協賛として協力を仰いでは。
⑥ 教育情報委員会
⑦ 広報渉外委員会
⑧ 未来像検討特別委員会
⑨ 中部建築技術会

❼　監事所見
※ 次回支部役員会開催について
　 2020年３月３日（火）
　 15：00～　役員会　本会事務局
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2019年度　第７回支部役員会
❶　日　　時

2020年３月３日（火）　15：00～	

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議
（1）開会
（2）支部長挨拶

　 →新型コロナウイルス感染症の件について
（３）本会理事会報告

① 協会基本理念の承認について
② 令和2年度事業計画の承認について
③ 令和2年度収支予算の承認について
④ 新規加入会員の承認について
⑤ 基本計画案について
⑥ 委員会事業について
⑦ R2.3本会担当委員会について
⑧ R2.3本会出向の支部役員について

❹　審議事項
① 2019年度事業報告について
② 令和2年度事業計画について
　 →事業報告・計画について年度表記を2019年度、令和2年度と統

一し、誤字脱字等修正した上で事務局あてに送ること
③ 令和2年度全体会議スケジュール等について（総務拡大）
　 →本会事務局と相談しながら進めていく。
④ 令和2年度定期無料建築相談会ローテーションについて（総務拡大）
　 →各委員会担当者を決定し事務局へ連絡すること
⑤ 建築文化推進委員会次年度事業仕様書及び予算について
　 →本会委員会に伺いをたてる
　 →表彰は各学校に赴いて表彰する
　 その他

❺　報告事項 
① 1/29業務技術委員会　視察研修決算報告について
② 2/7構造委員会　講習会　決算報告その他について
　 →交通費等かかった費用は記載し事務局へ報告のこと
　 その他

❻　委員会報告
① 総務拡大委員会
② 会員委員会
③ 業務技術委員会	 資料８
④ 構造委員会
⑤ 建築文化推進委員会	 資料９
⑥ 教育情報委員会
⑦ 広報渉外委員会
⑧ 未来像検討特別委員会
⑨ 中部建築技術会

❼　監事所見
　 →新型コロナウイルス感染症について
　 →今年度もお疲れ様でした。
※ 次回支部役員会開催について
　 2020年４月14日（火）
　 15：00～　役員会　本会事務局

-
Tel 054-653-1815 Fax 054-653-1820 http://www.panekyo.or.jp
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　ここ数年に渡り『地域エネルギー施設を学ぶ旅』として、原子力、天然ガス、太陽光、小水力、バイオガス、
水素と各分野の発電施設を見学して参りましたが、引き続き今回は温泉と共に発生するメタンガスを用いた発
電施設、川根温泉メタンガス発電施設を視察すると共に島田市の歴史的建造物を見学してきました。

食事処 百小屋（ひゃくしょうや）
　まず最初は、島田市相賀にある食事処 百小屋です。
　飛騨白川郷の250年前に建てられた合掌造りの民
家を移築し現在では飛騨料理や田舎料理を提供する
食事処として活用されています。
　入る前に外観から感じる雰囲気はやはり本物の合
掌造りそのものでした。さすがに屋根が茅葺ではな
いですが、大屋根のボリュームから感じる迫力、安
定感は思わず画像に残したくなる衝動にかられます。
　また食事は飛騨の味、ヤマメや蛙、いなごなどの
田舎料理、天ぷらや刺身などを囲炉裏のある空間で
楽しむことができるので、まずはランチなどで気軽
に訪れてみるのも良いかもしれません。

大井川流域歴史探訪　島田編� 広報渉外委員長　　塚本 章博

TUBE L・E・P 2020
大井川流域歴史探訪　島田編
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北河製品所（きたがわせいひんじょ）
　1896年（明治29年）に当時の最先端技術であった木精（メ
チルアルコール）木炭、木酢酸、アセトンなどの木材乾留
事業を主とする会社として島田市稲荷町に創業しました。
　化学薬品工場として耐火性能を要求される為、赤レンガ
により建設された工場棟などが７棟、その後1921年（大正5
年）に建設された木造２階建ての事務所棟、1937年（昭和
12年）に建設された鉄筋コンクリート造２階ての新館など
があります。
　また戦時中には製造していたアセトンがニトロ火薬の原
料とされ、また羽布塗料、軽金属塗料、プロペラ塗料などの塗料メー
カーとして1942年（昭和17年）には陸軍管理工場に指定され新館屋上に
護衛を目的とした機関銃が設置され、その台座などが戦争遺産として見
ることができます。
　明治から昭和初期にかけてのモダニズム建築をオランダ積による組積
造、鉄筋コンクリート造、木造とそれぞれの構造体で観ることができる
非常に貴重な施設だと思います。
　その後周辺道路の拡幅工事などで一部の工場棟を解体したようですが、

現存する建物からその空気感を感じるには十分すぎるものがあり一見の価値が
あります。
　率直な感想は外観、内観共に歩くごとに画像に残したくなり、いわゆる「イン
スタ映え」する場面のオンパレードでした。
　近年では複数の映画、ドラマ撮影のロケ地として利用されているようですので、
どのシーンに利用されているのかを見つけるのも今後、映画鑑賞を楽しむ要素
の一つになりそうです。
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島田宿大井川川越遺跡（しまだしゅくおおいがわかわごしいせき）
　島田市旧国道一号線と並行するように島田市街を通
る旧東海道沿い河原町付近に現存する江戸時代の宿場
跡です。
　一番から十番までの番宿、川会所（かわかいしょ）
などがあり付近一帯の街並みを当時に近い状態で見る
ことができます。
　島田市博物館に駐車し、1900年（明治33年）に建設
された桜井邸（博物館分館）までの間には各番屋が並
びこの間を歩いて旧東海道島田宿を楽しみます。
　川会所、各番宿には入ることができ、江戸時代の雰
囲気を肌で感じることができます。
　当日は博物館で島田刀鍛冶をテーマにした刀や槍の
展示がされていて、島田市在住の私自身も島田には有
名な名工がたくさんいた
ことを初めて知り改めて
歴史の深さを知ることが
できました。

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

チューブ LEP

24

theTUBE-109.indd   24 2020/03/23   9:28



島田市川根温泉メタンガス発電施設
　『地域エネルギー施設を学ぶ旅』今年は温泉発電
です。
　温泉発電といっても、地熱ではなくメタンガス
によるコージェネレーション施設です。一昨年訪
ねたバイオガス発電はメタン発酵によるガスでト
リジェネレーション（電気・熱・CO2の活用）する
ものでしたが、今回は温泉に付随して噴出するメ
タンガスを有効利用しています。
　温泉付随ガスの主成分であるメタンは二酸化炭
素の約25倍の温室効果があり、そのまま大気中に
放散することは望ましくありません。
　従来の課題であったメタンガスでコージェネ（電気と熱利用）することで、地球環境と施設の電力消費削減
に役立つ仕組みとなっています。
　川根温泉は、地下1140ｍより毎分730リットルのお湯が自噴し、メタンガスも25kwhのマイクロコジェネレー
ションが常時３基稼働できる量が付随発生しています。実際には夜間の電力消費が下がる時間帯に余剰ガスを

ホルダーに蓄え、需要のピークタイムに４基のコージェネ装置を運転し、
最大100kwhの発電が可能となっています。
　電力のピークカット効果で省エネに貢献するのみならず、温泉に付属
するホテルの電力の約６割をカバーし、経費の削減にもつながっていま
す。
　観光資源である自噴する温泉に、自立した電力供給機能を付加し、地
域の環境・防災拠点として活用されています。
　温泉付随ガスは鉱業法により鉱物として規定されているため、ガスの
採取・利用をするためには、所管省庁に届出が必要となります。
　採掘権の取得にはハードルがありますが、温泉大国の日本において、
こうした素晴らしい取り組みが今後増えることを期待したいと思います。

　最後に施設説明等にご尽力頂いた各施設の担当者様、責任者様には心
から感謝申し上げます。またこの視察研修を企画してくれた委員の大井
建設㈱板野氏のきめ細やかな対応に心から感謝します。
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2019年度 新入会員入会リスト（正会員）

2019年度 新入会員入会リスト（協力会員）

事務所名 住　　所 専任者 電話番号 FAX番号

㈱小桜建設工業 427-0032
島田市神座2615-10 熊切早苗 0547-32-0111 0547-32-0807

㈱原田一級建築士事務所 420-0841
静岡市葵区上足洗４丁目6-23 原田和彦 054-294-7642 054-294-7643

事務所名 住　　所 専任者 電話番号 FAX番号

アルケン工業㈱ 421-0301
静岡県榛原郡吉田町住吉2863 長谷川　恵 0548-32-0177 0548-32-0197

㈱熊谷組　静岡営業所 422-8076
静岡市駿河区八幡2丁目2番12号 中村俊一 054-203-4545 054-204-8201

KTB協会
163-0717
東京都新宿区西新宿2-7-1
小田急第一生命ビル17階

中田敏文 03-6302-0258 03-3344-2119

名古屋モザイク工業㈱
静岡営業所

420-0858
静岡市葵区伝馬町19-3
季の杜ビル2階

篠田　淳 054-251-1401 054-251-1402

グラフィソフトジャパン㈱
107-0052
東京都港区赤坂3-2-12
赤坂ノアビル4階

前田和弘 03-5545-3800 03-5545-3804
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今年度も『the TUBE』を発行するにあたり、ご協賛頂きました皆
様方の多大なるご貢献に心より感謝を申し上げます。
支部長を始め副支部長、監事、各委員会及び委員長、事務局の皆様
にも大変お忙しい中、ご協力を頂き誠にありがとうございました。
この広報誌を作成するにあたり本年度を振り返ると、委員長を中心
として各委員会の活発な活動を再確認することができ中部支部の力
強さを感じることができます。
広報渉外委員会としては引き続き、この活発な活動をホームページ
や広報誌を活用し余すことなくお伝えし大いに広報活動に邁進して
いきたいと考えております。

広報委員長　塚本　章博

新しい令和の時代を迎え、いろいろな変化を実感する 1 年であった
ような気がします。
昭和、平成と便利で快適な世の中になりましたが、一方で気候変動
や政治や経済の世界的に不安定な状況に、何となく落ち着かない気
持ちになるのは私だけでしょうか？「一隅を照らす」べく、心の拠
りどころとなるような広報誌になるよう、これからも励んでまいり
たいと思います。塚本委員長はじめ委員の皆様、2 年間の任期お疲
れさまでした。

広報委員　永田　章人

編集後記

株式
会社渡邊鐵工所

藤 枝 工 場 静岡県藤枝市善左衛門 1471-12

大井川工場
共通 E-mail：nabetetsu@tokai.or.jp

静岡県牧之原市細江 6218-2
〒426-0053　TEL 054-634-3211　FAX 054-636-7551

K

注目

http://www.issakuya.jp
一作屋

屋内装飾やディスプレーの制作、
お任せください。

一作屋は、松本印刷株式会社が運営しています。

美しいアクリル印刷
ためしてみませんか。

建築士のみなさん！
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